
 

 

 

 

 

 

 

 

［小山小学校 3年 近藤陽斗さん］ 

 

ことば（読むと元気になる詩） 

 

ぼくは、この詩を読んで、ことばはとても大

事で、「がんばれ」と声をかけられると、勇気が

でて、「ありがとう」「ごめんね」と言われると、

やさしさがわいてきます。そのはんたいに、「ふ

ざけんな」とか、「バカ」と言われると、きずつ

いてしまいます。だから、ことばで人をきずつ

けたり、はげましたりできるから、ことばと心

はつながっているんだと思いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

［高甫小学校 3年 丸山明日香さん］ 

 

エルマーのぼうけん 

 

エルマーは動物にうそをついたり、だました

りするのがじょうずだなぁと思ったし、オスの

ライオンなのにみつあみをしていたのがふしぎ

だなぁと思った。 



 

 

 

 

 

 

 

 

［豊洲小学校 3年 遠藤蒼空さん］ 

 

小さなおばけ カレーライスはこわいぞ 

 

いたずら好きのねずみをこわがらせようとア

ッチはからいカレーを毎日食べるという作戦を

ねずみたちもきいていて毎日カレーを食べまし

た。アッチとねずみはこわいこわいかおになり

会った時おたがいおどろいてしまいました。さ

いごは、もとのやさしい顔にもどったアッチと

ねずみたちが仲良くなれてよかったです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

［豊洲小学校 3年 中澤りんさん］ 

 

フェアリーたちのまほうのよる 

 

フェアリーたちのとてもやりたかったげしま

つり、そのキャンドルをつくるのに、がんばっ

てつくったのはとてもきれいで、まほうの庭の

草花を元気にさせてくれた本です。読んで下さ

い。 



 

 

 

 

 

 

 

 

［森上小学校 3年 酒井慶太さん］ 

 

まっくろなおべんとう 

 

さいしょにじわれしているいもを、「まだ、は

やいじゃないん」といわれたら、「そうじゃね、

もっと大きくなったら、食べよう」で、すなお

でした。つぎの日大豆と麦のめしで、おばあち

ゃんが、ひこうきがきたら、「ふせるのよー」と

いって、ばくだんが、おちてきて、おばあちゃ

んが町へ行ってさがしたんだけど、1 日たって

も見つからなくて、おばあちゃんがやっと見つ

けて、でも、がいこつになってて、おべんとう

がまっくろになって、「おまえ、めしもたべずに

しんじゃったのか、あといもも、たのしみにし

てたのに」と言ったのがかなしかったです。 
 


